
特集１

　特集テーマ、「食育をもっと面白く！」に、
皆さんはどんな印象を持たれましたか？　
　今回は、食育教材の面白さを皆さんと一
緒に再発見するために、住田 実先生にご
寄稿いただいています。子どもの気持ちに
なって、ぜひ不思議な栄養学の世界を体験
してみてください。加えて食をどんなふう
に教材化するのか、有田和正先生の過去連
載「食のおもしろネタ開発」より、具体例
をご紹介します。
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はじめに

　ある年の夏、全国から栄養教諭も含めた
健康教育関係者対象の研修会がありました。
その「食育の分科会」での経験です。
　「おいしい朝食レストラン」メニューを
写真カードから選んで、自分の朝食プレー
トを作る活動です。私が選んだ朝食は、ク
ロワッサンにイチゴジャム、ハムエッグと
野菜サラダ、オレンジジュース、そしてコー
ヒーのカードでした。
　さて、講師の指示でカードを裏返すと、
そこに点数が明記されています。合計する
と、「マイナス点」。何も食べなければ、「０
点」ですから、驚きました。
　講師の先生の説明です。「皆さん、いか
がでしたか？」「クロワッサンは、脂肪を
多く含んでいます。ジャムやオレンジ
ジュースも糖分が含まれるので要注意。飲
み物を選ぶならミルクです」。
　講習会の趣旨は、海外の健康教育理論を
日本版として学ぼうというものでした。私

は隣の参加者（学校教員）の方と思わず顔
を見合わせました。
　「合計がマイナス点。だったら食べない（0
点）方が、まだましなの？」

＊
　「○○は食べ過ぎてはいけません」
　「△△もなるべく控えましょう」
　否定や注意喚起が多い食育の現場。それ
は、食教育研究の現場の傾向でもあります。
飽食時代の中の栄養失調といわれる現在、
バランスのとれた食生活の大切さは、もち
ろん子どもたちにしっかりと教えたいもの
です。しかし、食の指導といえば上のよう
なお決まり定型句で、我慢と努力を強いる
食育に子どもたちは興味を持ってくれるで
しょうか。
　私は子どもたちと食育との “初めての出
会い” をもっと大切にしたいと願っていま
す。そして、栄養教諭・学校栄養職員の皆
さんは、もっと面白くて不思議な栄養学の
世界を子どもたちに見せてあげられると
思っています。
　本稿では「食と健康とからだの科学」の
ドラマチックな面白さについて、見て、聞
いて、驚いて再発見させるための “謎解き”
学習をご紹介します。以下のカード式物語
教材は、必要に応じて活用ください。

魅力的な食育教材との 
幸せな“出会い”をもとめて

大分大学教育学部
教授（健康教材研究、視聴覚教育）

住田　実

子どもたちが見て、聞いて、驚いて再発見！

否定形の食育から

見て、聞いて、驚いて再発見させたい
「食と健康とからだの科学」へ
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ウの墓場」が登場します。
　象牙をとっていたシンドバードが、ゾウ
の逆襲に遭い、拉致された先は無数の象牙
が散らばる「ゾウの墓場」でした。
　朝日新聞日曜版「新どうぶつ記」取材班
の奥山郁郎記者は、「『ゾウの墓場』などあ
りもしないと最近まで信じていた」といい
ます。

【エピソード教材①】

　『アラビアン・ナイト』（平凡社）の「海
のシンドバードの第七航海の話」に、「ゾ

『アラビアン・ナイト』より
「ゾウの墓場」は、
本当にあるのか？

アラビアン・ナイトから
「ゾウの墓

はか
場
ば
」の謎

なぞ
を追

お
って

　ゾウは賢
かしこ
く、老

お
いて死

し
期
き
を悟
さと
ると仲

なか
間
ま
に別

わか
れを告

つ
げ、去

さ
っていく。

　その先
さき
は、森

もり
にある切

き
り立

た
った崖

がけ
。空

そら
にハゲワシが舞

ま
い、音

おと
を立

た
てて滝

たき
が流

なが
れる。

滝
たき
の裏

うら
側
がわ
の大

おお
きな洞

どう
穴
けつ
が「墓

はか
場
ば
」だ。周

しゅう
囲
い
には無

む
数
すう
の象

ぞう
牙
げ
が転

ころ
がり、なぜかダイヤの

指
ゆび
輪
わ
やネックレスまで散

ち
らばっている。

　そこで、下
した
の絵

え
を見

み
てください。ゾウの群

む
れが、ケニアのエルゴン山

さん
国
こく
立
りつ
公
こう
園
えん
の中

ちゅう

腹
ふく
にある、「キツム洞

どう
穴
けつ
」に入

はい
っていく様

よう
子
す
です。実

じっ
際
さい
の写

しゃ
真
しん
は、朝

あさ
日
ひ
新
しん
聞
ぶん
日
にち
曜
よう
版
ばん

『新
しん
どうぶつ記

き
（２）』（1989年

ねん
）に掲

けい
載
さい
されています。

【問
と
い】

それでは、ゾウたちはなぜ洞
どう
穴
けつ
に入
はい
っていくのでしょう？

そして、アラビアン・ナイトに登
とう
場
じょう
する「ゾウの墓

はか
場
ば
」は、本

ほん
当
とう
にあるのでしょうか？

（教師）皆さんは、どう思いますか？
（子ども）「涼しさを求めて入っている」「からだを休めるためにかな？」
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ゾウたちが10万
まん
年
ねん
かけて

牙
きば
でつくった “塩

しお
” の洞

どう
穴
けつ
だった！

　新
しん
聞
ぶん
記
き
者
しゃ
の奥
おく
山
やま
郁
いく
郎
ろう
さんの取

しゅ
材
ざい
記
き
からの紹

しょう
介
かい
です。

〔奥山郁郎「アフリカゾウ・牙でうがった塩の洞穴」（朝日新聞日曜版「新どうぶつ記」取材班）
『新どうぶつ記（２）』朝日新聞社、pp.127〜131、1989年〕

　ケニアのエルゴン山
さん
国
こく
立
りつ
公
こう
園
えん
の中

ちゅう
腹
ふく
にある「キツム洞

どう
穴
けつ
」※の前

まえ
に立

た
ったとき、この

遠
とお
い光

こう
景
けい
がよみがえった。うっそうとした樹

じゅ
林
りん
、崖

がけ
、滝

たき
、大

だい
洞
どう
穴
けつ
。象

ぞう
牙
げ
もダイヤもな

いが、舞
ぶ
台
たい
装
そう
置
ち
は「墓

はか
場
ば
」そのものに見

み
えた。

※洞穴（どうけつ）は洞窟（どうくつ）と同じ意味であるが、後者は「人が暮
らすために作った穴」の意味が含まれる。文化庁では洞穴で統一されている。

　この洞
どう
穴
けつ
には、アフリカゾウが訪

たず
ねてくる。

　ただし、死
し
に場

ば
所
しょ
を求

もと
めてではない。洞

どう
穴
けつ
内
ない
の岩

いわ

を食
た
べにだという。

　動
どう
物
ぶつ
研
けん
究
きゅう
家
か
のイアン・レドモントさんによると「ゾ

ウたちは、洞
どう
穴
けつ
内
ない
の岩
いわ
に含

ふく
まれる塩

えん
分
ぶん
を補

ほ
給
きゅう
に来

く
る」

のだそうだ。ゾウが主
しゅ
食
しょく
にしている植

しょく
物
ぶつ
は、塩

えん
分
ぶん
の

含
がん
有
ゆう
量
りょう
が少
すく
ないためらしい。

　ゾウは１頭
とう
で来

く
ることもあるし、20頭

とう
近
ちか
い群

む
れの

ときもある。滞
たい
在
ざい
時
じ
間
かん
は長

なが
くて６時

じ
間
かん
にもおよぶ。

この間
あいだ
に、岩

いわ
の壁

かべ
を牙

きば
で削

けず
り、かみ砕

くだ
く。壁

へき
面
めん
を懐

かい

中
ちゅう
電
でん
灯
とう
で照

て
らすと、無

む
数
すう
の牙
きば
の跡
あと
があった。

　洞
どう
穴
けつ
は横

よこ
幅
はば
が広

ひろ
い所

ところ
では50メートル、奥

おく
行
ゆ
きは

160メートルにもなる。天
てん
井
じょう
の高
たか
さは３、４メートル。

レドモントさんの計
けい
算
さん
では、空

くう
洞
どう
の主

おも
な部

ぶ
分
ぶん
の容

よう
積
せき

は、5000立
りっ
方
ぽう
メートルある。

　ゾウが１週
しゅう
間
かん
に最

さい
低
てい
１リットルの岩

いわ
を削

けず
ってきたとす

ると、この洞
どう
穴
けつ
はゾウたちが10万

まん
年
ねん
という気

き
の遠

とお
くなる

ような年
ねん
月
げつ
をかけてつくったことになる。親

おや
から子

こ
へ、

子
こ
から孫

まご
へと何

なん
万
まん
年
ねん
もの間

あいだ
、伝

つた
えられてきた塩

えん
分
ぶん
の補

ほ
給
きゅう

地
ち
なのだ。

＊
　アラビアン・ナイトの「ゾウの墓

はか
場
ば
」の伝

でん
説
せつ
も、その

ようなゾウの行
こう
動
どう
から生

う
まれたのかもしれませんね。
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【エピソード教材②】

生
せい
命
めい
を支
ささ
える塩

えん
分
ぶん
と健
けん
康
こう
の話

はなし

　塩
しお
は空
くう
気
き
や水
みず
とともに、私

わたし
たちが生

い
きていくために欠

か
かせません。

　塩
しお
の成

せい
分
ぶん
であるナトリウムは、私

わたし
たちの身

から だ
体に必

ひっ
須
す
のミネラル。これだけ科

か
学
がく
の発

はっ

達
たつ
した現

げん
代
だい
でも、塩

しお
に代

か
わるものを人

じん
工
こう
的
てき
につくり出

だ
す方

ほう
法
ほう
はありません。砂

さ
糖
とう
や酢

す

の成
せい
分
ぶん
は、ほかのものでも補

ほ
給
きゅう
することができます。しかし塩

しお
だけは、代

だい
用
よう
のきかな

い地
ち
球
きゅう
上
じょう
にただ１つの食

しょく
品
ひん
なのです。また味

み
覚
かく
的
てき
にも、人

ひと
の塩

しお
に対

たい
する要

よう
求
きゅう
はひとき

わ強
つよ
いことが知

し
られています。塩

しお
は、栄

えい
養
よう
的
てき
にも味

み
覚
かく
の上

うえ
でも代

か
わるもののない、か

けがえのない食
しょく
品
ひん
なのです。

＊
　それは、動

どう
物
ぶつ
でも同

おな
じです。草

そう
食
しょく
動
どう
物
ぶつ
のエサは、ほとんど塩

しお
を含

ふく
まない草

くさ
や木

き
の枝

えだ
、

葉
は
などですから、塩

しお
を含

ふく
む土

つち
や岩

いわ
を見

み
つけてなめています。一

いっ
方
ぽう
、肉

にく
食
しょく
動
どう
物
ぶつ
は、エサ

としての肉
にく
や内
ない
臓
ぞう
、血
けつ
液
えき
に塩
しお
が含

ふく
まれています。

　なぜ地
ち
上
じょう
にも塩

しお
があるのでしょうか？

　塩
しお
は、海

うみ
がもたらす恵

めぐ
みですが、長

なが
い長

なが
い地

ち
球
きゅう
の歴

れき
史
し
の中

なか
で地

ち
殻
かく
変
へん
動
どう
などが起

お
こり、

海
かい
水
すい
が岩
がん
塩
えん
や塩
えん
湖
こ
などに形

かたち
を変

か
えて存

そん
在
ざい
しています。

　人
ひと
の身

から だ
体の中

なか
には、常

つね
に一

いっ
定
てい
の割

わり
合
あい
で塩

えん
分
ぶん
が含

ふく
まれています。この塩

えん
分
ぶん
が、生

せい
命
めい
に

直
ちょ
結
けつ
する大

たい
切
せつ
な働

はたら
きをしています。たんぱく質

しつ
や脂

し
肪
ぼう
が身

から だ
体を動

うご
かすエネルギー源

げん
に

なるのに対
たい
して、塩

しお
の役

やく
割
わり
は、体

たい
内
ない
のいろいろなシステムの働

はたら
きを守

まも
り、維

い
持
じ
すること。

つまり塩
しお
が足

た
りないと、身

からだ
体のあちこちが故

こ
障
しょう
して働

はたら
かなくなってしまうのです。

ウミガメの涙
　それでは次に、話題を大陸から海に移し
て、ある不思議な「言い伝え」について考
えてみましょう。
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　人間とウミガメとの関わりについては、
いろいろな話が伝えられています。
　たとえば内田 至著『ウミガメの大洋航
海』（文研出版、1977年）には、次のよう
な話が紹介されています。
　「1974年、つまり昭和49年のことです。
フィリピンのザンボアンガという海辺の沖
で、たくさんの乗客を乗せた連絡船が船火
事を起こして沈没しました。たくさんの乗
客の中の、ひとりの女性がゆくえ不明に
なっていたのです。

ウミガメの涙
なみだ
は何
なん
のため？

　広
こう
大
だい
な海
うな
原
ばら
を泳
およ
ぐウミガメ。気

き
持
も
ちよさそうですね。

　ウミガメは産
さん
卵
らん
のために、５月

がつ
末
まつ
から８月

がつ
にかけて砂

すな
浜
はま
に上

じょう
陸
りく
します。

　ショベルのような大
おお
きな足

あし
で砂

すな
浜
はま
に上

あ
がり、上

じょう
手
ず
に穴

あな
を掘

ほ
ってピンポン玉

だま
くらいの

卵
たまご
を産

う
みます。

　そしてこのとき、まさに印
いん
象
しょう
的
てき
な光

こう
景
けい
を目

め
にすることができます。母

はは
ウミガメは頭

あたま

を上
あ
げてあえぐように呼

こ
吸
きゅう
し、目

め
から “涙

なみだ
” を流

なが
しながら産

さん
卵
らん
するというのです。お

産
さん
の苦

く
痛
つう
で泣

な
くのでしょうか…。

　それとも、生
う
まれてから海

うみ
に戻

もど
っていく子

こ
ガメたちの安

あん
全
ぜん
を祈

いの
っているのでしょう

か…。ウミガメの “涙
なみだ
” のわけは…？

【問
と
い】

ウミガメの “涙
なみだ
” のわけには、どのような秘

ひ
密
みつ
が隠
かく
されているのでしょう？

　ところが２日目です。大きなウミガメの
背中に乗った女性が、付近を捜していた船
に助けられた…という夢のような話が世界
に報道され、多くの人々をびっくりさせま
した。」� （同書、pp.５〜６）
　実は、人間がウミガメに助けられたとい
う話は、外国ばかりでなく日本の古い物語
の中にも見られるそうです。
　「平安時代に書かれた日本霊異記や今昔
物語の中にも出てきます。たとえば『いじ
められていたカメを買い取って、逃がして
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を空中高く上げて呼吸し、あえぐように空
気を吐き出します。このようすは、そばで
観察していても、いかにも苦しそうにみえ
ます。そのうえ、目にはいっぱい、涙のよ
うな液体をためています。」（同書、p.34）
　その液体は月の光を受けて、きらっと輝
き、涙のように目から出ているのです。
　「お産の苦痛」で泣くのでしょうか。そ
れとも、「多くの苦難と危険が待ち受ける
子ガメたちの安全を祈っている」のでしょ
うか。

やりました。その後、失礼しております。
船旅の途中で海賊に襲われ、海に飛び込ん
だところ、足の下にむかし助けてやったカ
メがいて、陸地まで運んでもらい命拾いを
した』という話もあります。」
� （同書、pp.６〜７）
　母ウミガメは、目から “涙” を流しなが
ら産卵するという─その光景をめぐって
は、古来から人びとの間でさまざまな解釈
が試みられてきました。
　「卵を産んでいる最中でも、親ガメは頭

ウミガメの “涙
なみだ
” のわけは…？

　ウミガメは、泳
およ
ぎながらエサといっ

しょに海
かい
水
すい
も飲

の
みこんだりします。

　そこで、“余
よ
分
ぶん
な塩

えん
分
ぶん
” を体

たい
外
がい
に出

だ

さなければなりません。
　そのため、いつも目

め
玉
だま
のうしろにあ

る塩
えん
類
るい
腺
せん

※から濃
こ
い塩

えん
分
ぶん
を含

ふく
んだ水

みず
を

出
だ
しているのです。
　とくに産

さん
卵
らん
の時

とき
は、じっとしたまま

なので、それを近
ちか
くから見

み
ると、まる

で “涙
なみだ
” を流

なが
しているように見

み
えてし

まうのです。
※海にすむ生き物に見られる、高濃度の塩分を
体外へ排出する分泌腺。海岸などに生える植物
にも見られる。

　「それでも、もしかしたら…、その
“涙
なみだ
” には、生

う
まれてくる子

こ
への思

おも
いも、

こめられているのかもしれませんね」

［32〜37ページに掲載した、エピソード教材は、「全国学校給食協会」サイトより
ダウンロードすることができます。出典を明らかにした上で、ご活用ください。］
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塩
えん

分
ぶん

とからだの健
けん

康
こう

つい食
た

べすぎていませんか？   “塩
しお

味
あじ

の誘
ゆう

惑
わく

” に気
き

をつけて！

　陸
りく

上
じょう

の草
そう

食
しょく

動
どう

物
ぶつ

たちは、生
せい

命
めい

を支
ささ

える塩
えん

分
ぶん

を求
もと

めて、塩
しお

を含
ふく

む土
つち

や岩
いわ

を見
み

つけては
なめていました。一

いっ
方
ぽう

、海
うみ

に生
い

きるウミガメは “余
よ

分
ぶん

な塩
えん

分
ぶん

” を塩
えん

類
るい

腺
せん

から、まるで
涙
なみだ

を流
なが

すように出
だ

していました。塩
えん

分
ぶん

は生
い

きていくために欠
か

かせないと同
どう

時
じ

に、とり
すぎにも気

き
をつけなければならない存

そん
在
ざい

なのです。
　それでは私

わたし
たちは、食

しょく
事
じ

で “とりすぎた塩
えん

分
ぶん

” をどのようにして体
たい

外
がい

に出
だ

している
のでしょう？
　私

わたし
たちヒトの場

ば
合
あい

、“とりすぎた塩
えん

分
ぶん

” は、おもにオシッコや汗
あせ

として体
たい

外
がい

に出
だ

して
います。
　ところが、ふだんの食

しょく
事
じ

やおやつで、あまりにも塩
えん

分
ぶん

をとりすぎると、オシッコを
つくるじん臓

ぞう
は、へとへとに疲

つか
れて弱

よわ
ってしまいます。また塩

えん
分
ぶん

のとりすぎは高
こう

血
けつ

圧
あつ

や脳
のう

卒
そっ

中
ちゅう

などの生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

も招
まね

くといわれています。
＊

　塩
えん

分
ぶん

は私
わたし

たちのからだと健
けん

康
こう

にとって、
とても大

たい
切
せつ

です。食
しょく

事
じ

もおいしくしてくれ
ます。それだけに、つい食

た
べすぎてしまう

ことも多
おお

いのです。
　塩

しお
味
あじ

のついたスナック菓
が

子
し

・カップラー
メンなど、つい食

た
べすぎていませんか？

　大
たい

切
せつ

な塩
えん

分
ぶん

と上
じょう

手
ず

につき合
あ

っていきたい
ですね。

野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

などに多
おお

く含
ふく

まれているカリウム
は、“余

よ

分
ぶん

な塩
えん

分
ぶん

” を排
はい

出
しゅつ

してくれます。

との表現で教えています。
・「甘いものは、だらだら食べずに時間を
決めて」
・「食後はしっかり歯みがきを」
・「好き嫌いせずに、よくかんで食べましょ
う！」
　これらの指導には、△△「教えたい内容」
はあっても、そのための○○「教材（手段・
媒体）」は存在しません。
　そこで、今回ご紹介した「ゾウの墓場」

　教材論の研究分野では、「教育内容（教
えたい内容）」と、その「手段・媒体」と
しての「教材」を区別して考えます。
　私は教員養成課程の教材研究の授業では、
「○○を通して△△を教える（気づかせる）」

○○を通して△△を教える

ー教材づくり論に学ぶ
（気づかせる）
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や「ウミガメの涙」のエピソード教材を、「○
○（教材）」とすれば、一方の「△△（教
育内容）」は健康にとっての「塩分の必要
性と摂取過多の害（食生活と生活習慣病予
防）」となります。
　しかもここで強調したい点は、今回の「○
○」はあくまでも「栄養と健康」の学びを
始めるに当たっての興味をひく〈導入〉と
しての〈エピソード教材〉ということです。
　わずか５分間の講話にも集中できない子
どもたち。その一方で、なぜか『絵本』の
朗読（読み聞かせ）やアニメ映画となると、
一心不乱に集中できる二面性を持っていま
す。その打開のヒントを求めるとき、物語
がもつ臨場感とストーリー展開のあり方に
学ぶべき点は多いようです。
　つまり、あくまでも本格的な栄養学習に
入る〈前段階〉として、まずは子どもたち
に、栄養がからだや健康に密接に関連して
いること、そしてその学びの内容は極めて
面白く、興味深く、知的好奇心を刺激する
とともに、自らの生活や健康にとって、と
ても役に立つことを感じてもらうことです。

＊
　私は冒頭でご紹介した、「朝食レストラ
ン」のような食指導を完全に否定するもの
ではありません。その「伝えたい意図」は
痛いほどわかります。しかしです。学校教
育における初めての食育指導との “出会い”
が、このような「プラスの食品」「マイナ
スの食品」の選択・分類と計算ばかりだっ
たら、どうでしょう。
　本来、どの栄養素も無駄でマイナスなも
のは一つもないはずです。食の楽しさ、素
晴らしさ、そして学びの面白さのイメージ
を基盤とした学びへ、子どもたちを招待し
たい。教材研究は、そのための興味深い「○
○」を発掘し、引き出しを豊富にしていく

ものです。

魅力的な教材発掘のヒントを
科学者の「楽しさ」にも学んで

　市来英雄著『フレッチャーさんの大発見』
（医歯薬出版）という絵本があります。昔、
アメリカにフレッチャーさんという腕のい
い時計職人さんがいました――から始まる
物語は、お金持ちになったフレッチャーさ
んがそのうち肥満に悩み、「かむ健康法」
を発見して健康を取り戻し、その「健康法」
がその後、学術的に証明されて「フレッチャ
イズム」の学術用語にもなった物語です。
そこで、この絵本を「○○」とすれば、「△
△（そしゃくとダイエット、生活習慣病予
防）」を教えることが可能です。
　また、岩田一平著『ハイテクで解く縄文
の謎』（大日本図書）によれば、縄文遺跡
で多数発見される「縄文人のウンコの化石」
を栄養学的に分析すると、なんと驚くこと
に現代人よりも〈栄養素のバランス〉がと
れた食生活をしていたことがわかったそう
です。なぜ、栄養学が成立していない時代
に、〈栄養素のバランス〉がとれた食生活
ができたのか？
　その季節にとれる旬の食材の栄養価の高
さも含めて、科学者たちの興味は尽きませ
ん。（平尾良光・山岸良二／編『文化財を探る科学の眼（１）
（２）』国土社）

　そうです。科学者たちが寝食も忘れて「面
白い」と感じ、不思議や謎の追究に没頭す
る姿は、子どもたちにとっても、きっと興
味深いはずです。この辺りにも光を当てな
がら、またの機会に論じたいと思います。

［著者へのお問い合わせ先］
住田�実（すみた�みのる）大分大学教育学部�教授
【E-mail】　sumita@oita-u.ac.jp
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